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Oracle Enterprise Repository 

Connector for Serena® ChangeMan® Dimensions 

概要 

Oracle Enterprise Repository を Serena PVCS Dimensions と統合すると、Oracle 
Enterprise Repository 内で webdav 対応の PVCS リポジトリを使用できるようになります。 

PVCS の追加 

 
1. Oracle Enterprise Repository のカスタマ アクセス ポータル サイトから PVCS 統
合パッケージをダウンロードします。 

2. 一時ディレクトリに統合パッケージ ファイルを解凍します。 

3. お使いのデータベースに適した SQL ツールを使用して、一時ディレクトリに配置さ
れている SQL スクリプトを実行し、Oracle Enterprise Repository データベースに 
PVCS を追加します。 

PVCS アーティファクト ストアのコンフィグレーション 

 
1. ユーザとして Oracle Enterprise Repository にログインします(ユーザは、Edit 

Artifact Stores パーミッションを含むロールに割り当てられている必要があります)。 

2. [Assets] 画面のサイドバーにある [Edit/Manage Assets] リンクをクリックします。 

Asset Editor が起動します。 

3. [Actions] メニューの [Configure Artifact Stores] を選択します。 
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4. [Configure Artifact Stores] ポップアップで、[Add] ボタンをクリックします。 

5. [Create a new Artifact Store] ウィンドウでに、わかりやすいリポジトリ名を入力しま
す。 

6. [Type] リストで、このリポジトリ定義の PVCS リポジトリ タイプを選択します。 

7. サーバのホスト名とパスを入力します。 

8. 必要に応じて、ユーザ名とパスワードを入力します。 

 注意 
• これは省略可能です。ユーザ名とパスワードを入力すると、自動ロ
グインが可能になります。データベース パスワードを追加するには、
「+」文字とデータベース パスワードを追加します。webdav を介
して PVCS の特定のファイルにアクセスするには、次のような 
PVCS URL を使用します。
http://repositoryName+databaseName:password@host.s
erver.com:port/webdavPath/additionalPathStructure/
filename 
 

• このリポジトリへのアクセスにユーザ名およびパスワードを使用す
る場合、Proxy Download Requests のオプションをチェックしま
す。プロキシ ダウンロード要求の詳細については、『Oracle 
Enterprise Repository コンフィグレーション ガイド』を参照してく
ださい。 

 

 
9. 完了したら、[Save] をクリックします。 

 

PVCS リポジトリを使用したアセットへのファイルの追加 

 
1. Asset Editorを起動します。 

2. 適切なアセットを選択します。 

3. アセットの [Overview] タブの [File Information] セクションに移動します。 

4. [Add] をクリックします。 

5. ダイアログ ボックスで、名前と説明が必要であれば入力します。 

6. [Edit] をクリックします。 
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7. [Edit URL] ダイアログ ボックスで、[Repository File] オプション ボタンを選択します。 

8. [Host] ドロップダウン リストから、[PVCS Repository] を選択します。 

9. [File Name] ボックスにファイル名を入力するか、PVCS リポジトリのファイルを参照
して選択します。 

10. [View] を選択して URL をテストします。 

 

セキュリティに関する考慮事項 

• 一定のコンフィグレーションでは、URL にユーザ名とパスワードが表示される場合が
あります。ファイル レベルで強制的に個々のユーザ認証を行うと問題は解決されます
が、Oracle Enterprise Repository の Asset Editor の Serena PVCS Dimensions ブ
ラウザが無効になります。アーティファクト ストア定義で [Proxy Download 
Requests] オプションを使用すると、ユーザがこれらの詳細にアクセスできないよう
にすることができます。 

 
• アーティファクト ストア定義で [Proxy Download Requests] が選択されていない場
合、ユーザが一定の Serena PVCS Dimensions のファイルパスの特徴を悪用し、権
限がない状態で制限されたファイルにアクセスできる可能性があります。 
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